





















































































































IBM SPSS Missing ValueのEM法を用いて欠損値分析を行った。本研究では
福田ら（2012）7）のデータに再分析を行った。
　プレテスト時点の気分調査票（1994）において、実験群と統制群に差が















Source SS df MS F p ηp2
between Subjects
群 1.878 1 1.878 .111 .739 .001
誤差 1518.660 90 16.874
Within Subjects
テスト 3.706 1.000 3.706 .812 .370 .009
テスト×群 14.446 1.000 14.446 3.166 .079 .034
誤差 410.658 90.000 4.563
Table2　群ごとの気分（爽快感・疲労感）におけるテスト（プレ・ポスト）の平均値及び標準偏差
１　統制群 気分 テスト 平均値 標準偏差
①爽快感 ①プレ　 18.94 3.10
②ポスト 18.66 2.82
②疲労感 ①プレ　 18.65 3.52
②ポスト 19.74 3.95
２　実験群 ①爽快感 ①プレ　 18.58 3.46
②ポスト 19.42 3.67


















Source SS df MS F p ηp2
between Subjects
群 6.815 1 6.815 .256 .614 .003
誤差 2316.949 87 26.632
Within Subjects
テスト 55.112 1.000 55.112 10.542 .002 .108
テスト×群 21.809 1.000 21.809 4.172 .044 .046





























































表現力因子 他者への共感性因子　　　 M SD α
表現力因子 ― .62＊＊ 2.5 .54 .83
他者への共感














表現力因子 統制群 2.21 0.55
実験群 2.66 0.42

















気分調査票 ①「緊張・興奮」 ②「爽快感」 ③「疲労感」 ④「抑うつ感」 ⑤「不安感」
低群 高群 低群 高群 低群 高群 低群 高群 低群 高群
M 15.26 14.44 18.57 19.26 18.82 17.78 15.03 14.55 18.6　 19.37
SD 3.43 3.98 3.15 3.13 4.06 3.85 4.3　 4.37 4.67 4.06
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Ⅴ．考察と今後の課題
　本研究において、DVD視聴群よりも健康教育プログラム体験群の方が疲
労感が下がるという気分の変化が見られ、また実験群の方が健康教育プロ
グラムの体験後に①表現力因子と②他者への共感性因子の因子得点が統制
群より高くなっていた。このことから健康教育プログラムには一定の効果
があることが明らかになった。しかし子どもの健康生活における重要性の
認識度に関しては、項目数を増やすなど再検討の必要があると思われた。
　健康プログラムを展開した保育実習生のプログラム終了後の感想によれ
ば、「映像で見せるのと，実際に手本を見せるのではこんなに違うのだと
驚いた。子どもに何かを教えるにも実際に見せた方が楽しくなるのではな
いかと感じた」｢事前準備の大切さがわかった｣ ｢色々なことを想定して、
様々な事態に対応出来るよう、内容を組み立てる必要があることがわかっ
た｣「実習では自分一人で人前に立つことになるが、今回の経験で学んで
ことを活かし堂々と人前で指導できるように練習していきたいと感じた」
「子ども達に活動を楽しんでもらうためには、まず自分が楽しむことが大切
だとわかった｣ という記述が見られた。健康教育プログラムを主体的に取
り組んだ体験によって気づきや学びが示され、今後の実習において子ども
たちと関わるイメージも膨らんでいた。このように健康プログラムを展開
した学生には保育力の向上が示唆されていた。
　今後の課題としては、健康教育プログラムの効果測定項目および少人数
グループ別などプログラム実施形態の検討、また継続的な実践により保育
に対する意識や力量がどのように形成されていくのか、子どもに対して
行ったときに子どもと保育者にどのような変化があるのかなどを検討して
いきたいと考えている。
岩城淳子・福田真奈
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Ⅵ．おわりに
　健康教育プログラムを学生の授業に取り入れることで、ある一定の効果
と気分の変容、表現力、他者への共感性の向上がみられた。将来保育者と
なる学生には、子どもの状況を客観的に把握し問題を焦点化する能力、そ
してそれらに基づいて健康教育活動を立案し展開する力などが望まれると
ころである。授業で保育における健康の知識や保育技術を学ぶことは重要
であるが、保育者が人的環境でもあることを考えると、加えて自身の感性
を磨き体験を重ねることも必要ではないだろうか。
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教材（CD・DVD・指導解説書）問い合わせ：j-iwaki@fc.hakuoh.ac.jp
